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◇平成２７年度通常総会
◇新任商工会長紹介
◇県内に新たに２ヶ所の道の駅がオープン！
◇平成２７年度共済事業新規加入推進キャンペーン
◇千葉県商工会青年部連合会 平成２７年度リーダーズセミナー・通常総会
◇平成２７年度千葉県商工会女性部連合会　主張発表大会・通常総会・視察研修
◇袖ケ浦市商工会、木更津市富来田商工会が相互協力協定締結
◇平成２７年春の叙勲
◇２０１５国勢調査
◇高年齢者雇用安定助成金のご案内

　
総
会
の
議
事
で
は
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
と

収
支
決
算
報
告
を
含
む
七
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
第
八
号
議
案
と
し

て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
上
程
さ

れ
、
花
島
敬
一
郎
会
長
の
再
任
お
よ
び
指

名
推
薦
に
基
づ
く
新
役
員
の
就
任
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
花
島
会
長
は
再
任
あ
い
さ
つ
で
、「
昨
今

我
々
に
よ
う
や
く
吹
き
始
め
た
追
い
風
を
、

事
業
者
、
地
域
、
そ
し
て
商
工
会
組
織
の

発
展
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
三
年
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
の
秋

ス
タ
ー
ト
予
定
で
あ
る
第
二
次
商
工
会
機

能
強
化
計
画
の
確
実
な
遂
行
、
そ
し
て
今

後
は
県
へ
の
働
き
か
け
等
を
行
い
つ
つ
、

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
制
定
に
向
け
力

を
注
い
で
参
り
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
　
審
議
終
了
後
、
安
藤
久
佳
関
東
経
済
産

業
局
長
、
諸
橋
省
明
千
葉
県
副
知
事
か
ら

祝
辞
を
頂
戴
し
、
盛
会
裡
に
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

挨拶を述べる花島連合会長

再
任
さ
れ
た
花
島
会
長
の

再
任
さ
れ
た
花
島
会
長
の
下下
、、地
域
経
済
活
性
化
へ
力
強
い
一

地
域
経
済
活
性
化
へ
力
強
い
一
歩歩

　
～
平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会

～
平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
～～

関東経済産業局長表彰（関東経済産業局　鈴木産業振興課長(右)、
　　　　　　　　　　　　　　　一宮町商工会 秦会長が代理受領）

　
千
葉
県
商
工
会
連
合
会
は
五
月
二
十
五
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
県
内
四
十
商
工
会
長
等
（
委
任
状
含
む
）
が

出
席
し
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
　
　
長
　
花
島
敬
一
郎
　
四
街
道
市

副
 会
 長
　
森
　
　
和
夫
　
柏
市
沼
南

戸
井
　
康
雄
　
芝
山
町

鶴
野
　
航
三
　
匝
瑳
市

和
泉
　
善
久
　
南
房
総
市
内
房

専
務
理
事
　
齋
藤
　
　
博
　
県
連
合
会

理
　
　
事
　
富
澤
　
　
昇
　
野
田
市
関
宿

石
田
　
信
昭
　
白
井
市

寒
郡
　
茂
樹
　
富
里
市

山
﨑
　
和
敏
　
多
古
町

髙
橋
　
正
剛
　
神
崎
町

秦
　
　
重
悦
　
一
宮
町

古
川
　
　
明
　
九
十
九
里
町

出
口
　
幸
弘
　
い
す
み
市

川
名
　
浩
司
　
南
房
総
市
朝
夷

佐
久
間
洋
樹
　
県
青
年
部
連
合
会

神
﨑
　
清
美
　
県
女
性
部
連
合
会

監
　
　
事
　
中
橋
　
一
夫
　
長
南
町

藤
野
　
一
夫
　
富
津
市

　
千
葉
県
商
工
会
連
合
会
新
役
員
一
覧

  （
商
工
会
名
簿
順
）
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一
．
優
良
青
年
部
　
大
網
白
里
市
商
工
会
青
年
部

二
．
優
良
女
性
部
　
印
西
市
商
工
会
女
性
部
　

　
　
　
　
　
　
　
大
網
白
里
市
商
工
会
女
性
部

三
．
役
員
功
労
者
　
小
関
　
正
則

（
一
宮
町
商
工
会
副
会
長
）

麻
生
　
文
男

（
長
生
村
商
工
会
理
事
）

勝
又
征
四
郎

（
多
古
町
商
工
会
理
事
）

皆
川
　
　
潔

（
多
古
町
商
工
会
監
事
）

四
．
青
年
部
・
女
性
部
功
労
者

　
　
原
　
　
幸
司

　
　
 （
富
里
市
商
工
会
青
年
部
・
県
青
連
会
長
）

　
　
松
本
　
　
修

　
　
 （
芝
山
町
商
工
会
青
年
部
・
県
青
連
理
事
）

　
　
山
口
千
枝
子

　
　
 （
神
崎
町
商
工
会
女
性
部
・
県
女
性
連
理
事
）

　
　
太
田
ま
さ
子

　
　
 （
多
古
町
商
工
会
女
性
部
・
県
女
性
連
監
事
）

一
．
優
良
商
工
会
　
　
　
横
芝
光
町
商
工
会

二
．
役
員
功
労
者
　
　
　
四
十
五
名

三
．
青
年
部
功
労
者
　
　
二
名

四
．
女
性
部
功
労
者
　
　
九
名

五
．
優
良
常
勤
職
員
　
　
八
名
　

六
．
商
工
貯
蓄
共
済
目
標
達
成
表
彰

　
　
　
　
　
山
武
市
商
工
会
 他
五
商
工
会

七
．
会
員
福
祉
共
済
目
標
達
成
表
彰

　
　
　
　
　
御
宿
町
商
工
会
 他
十
商
工
会

川
上
　
　
輝
（
鎌
ケ
谷
市
）

高
橋
　
康
夫
（
栄
町
）

神
﨑
　
正
廣
（
長
柄
町
）

行
木
　
　
静
（
山
武
市
）

伊
東
　
　
諒
（
旭
市
）

髙
嶋
　
雅
弘
（
東
庄
町
）

鹿
嶋
　
正
弘
（
木
更
津
市
富
来
田
）

渡
邉
　
　
薫
（
袖
ケ
浦
市
）

富
永
　
義
廣
（
鋸
南
町
）

業
　
　
種
　
自
家
焙
煎
珈
琲
類
販
売
及
び
カ
フ
ェ

等
経
営
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

趣
　
　
味
　
旅
行

私
の
信
条
　
地
道
に
こ
つ
こ
つ
と

鎌
ケ
谷
市
商
工
会

会
長
　
井
手
勝
則

栄
町
商
工
会

　
会
長
　
池
田
和
彦

平
成
二
十
七
年
度
経
営
改
善
普
及
事
業
に
関

す
る
功
労
者
等
の
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

平
成
二
十
七
年
度

千
葉
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
　

退
任
商
工
会
長
感
謝
状
贈
呈

（
退
任
商
工
会
長
）

長
柄
町
商
工
会

　
会
長
　
石
井
健
嗣

山
武
市
商
工
会

　
会
長
　
小
関
俊
夫

旭
市
商
工
会
　
　
　

　
会
長
　
小
関
敏
男

東
庄
町
商
工
会
　
　

　
会
長
　
林
　
俊
之

木
更
津
市
富
来
田
商
工
会

　
会
長
　
江
沢
　
栄

袖
ケ
浦
市
商
工
会
　

　
会
長
　
井
上
祥
法

鋸
南
町
商
工
会
　
　

　
会
長
　
松
井
　
旭

業
　
　
種
　
運
送
業

趣
　
　
味
　
ゴ
ル
フ
、
旅
行

私
の
信
条
　
努
力
す
れ
ば
必
ず
報
わ
れ
る

　
　
　
　
　
練
習
は
嘘
を
つ
か
な
い

業
　
　
種
　
総
合
設
備
工
事
業

趣
　
　
味
　
バ
ン
ド
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ

私
の
信
条
　
桜
梅
桃
李
（
お
う
ば
い
と
う
り
）

業
　
　
種
　
青
果
卸
業

趣
　
　
味
　
ゴ
ル
フ
・
オ
ー
ト
バ
イ

私
の
信
条
　
全
力
投
球

業
　
　
種
　
建
築
資
材
販
売
、
管
工
事
業

趣
　
　
味
　
旅
行

私
の
信
条
　
誠
実

業
　
　
種
　
不
動
産
業

趣
　
　
味
　
歴
史
探
究

私
の
信
条
　
誠
実
が
モ
ッ
ト
ー

業
　
　
種
　
家
電
販
売
・
電
気
工
事
業

趣
　
　
味
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

私
の
信
条
　
憂
き
事
の
、
尚
こ
の
上
に
積
も
れ
か

し
、
限
り
あ
る
身
の
力
た
め
さ
ん

業
　
　
種
　
測
量
業

趣
　
　
味
　
ゴ
ル
フ
、
釣
り

私
の
信
条
　
何
事
に
も
感
謝
の
心
を
持
っ
て
生
き
る

業
　
　
種
　
石
油
販
売
業

趣
　
　
味
　
読
書

私
の
信
条
　
為
せ
ば
成
る

新
任
商
工
会
長
紹
介
（
敬
称
略
）

祝辞を述べる安藤関東経済産業局長祝辞を述べる諸橋千葉県副知事
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今年４月24日にオープン！
　九十九里の新鮮な海産物や農産物の直売所、地元の食材
を活かした料理など盛りだくさん。
　町が建設した「海の駅九十九里」は片貝漁港に隣接し、
休日、平日とも県内外から大勢の来客で賑わっています。
店内は地元九十九里浜で水揚げされた獲れたて新鮮魚介類
や農産物が陳列されており活気が満ち溢れています。
　また、いわし資料館も併設されており、いわし漁で繁栄
した九十九里町の魅力の発信基地となっています。

九十九里の魅力発信基地　「海の駅九十九里」 九十九里町に新スポット誕生！

《古川商工会長のメッセージ》
　片貝漁港前にいわしと観光のま
ち九十九里の新たな情報発信基地
として、１階直売所では新鮮な海
産物を中心に農産物・お土産品を
販売、２階フードコートでは、地
元食材を使ったメニューの提供等
建物全体で地産地消をしており、
海の駅を中心に町全体が活性化す
るよう指定管理者として積極的に
関わっていきたい。

３，０００匹のいわしが泳ぐ水槽の前
で九十九里特産のいわし丸干しと
胡麻漬けをPRする古川商工会長

今年４月29日オープン！
　道の駅「発酵の里こうざき」は、圏央道神崎ICそば、
国道３５６号バイパス沿いに位置し、建物正面左側から、
カフェレストラン、発酵市場、新鮮市場、コンビニの
４区画に分かれてそれぞれの特徴を活かした構成と
なっています。特に発酵市場では地元で製造した発酵
商品類も多数出品しております。県内外からの大勢の
来客と今後の増設計画の進行と併せて道の駅「発酵の
里こうざき」は町の発展に大きく寄与するものと期待
されています。

道の駅　「発酵の里こうざき」　～日本の「おいしい文化」を伝えたい～

地域振興の拠点として県内に新たに２ヶ所の道の駅がオープン！
地域の特色ある産品が一堂に勢揃い！

店内の生鮮商品（いわし・あじ丸干し等）

神崎で造っている「はっこう化粧品」を
PRする髙橋商工会長（左）と
木内副会長（㈱発酵の里取締役副駅長）

 《髙橋商工会長のメッセージ》
　自社を含め、商工会員からは２０事業所が道の駅「発酵の
里こうざき」に出資し、商工会も運営に深く関わっている。
道の駅「発酵の里こうざき」を通じて発酵の里として神崎
町のおいしい貴重な文化を伝えていきたい。

発酵食品（味噌・醤油等）
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今
野
　
　
智
（
大
網
白
里
市
）

神
原
　
郁
実
（
成
田
市
東
）

山
﨑
　
勝
矢
（
多
古
町
）

荒
木
　
新
五
（
袖
ケ
浦
市
）

理
　
事
　
　
杉
本
　
崇
行
（
柏
市
沼
南
）

宮
内
　
利
実
（
印
西
市
）

吉
野
　
和
宏
（
睦
沢
町
）

米
倉
　
英
希
（
睦
沢
町
）

武
石
　
公
紀
（
山
武
市
）

佐
藤
　
有
輝
（
匝
瑳
市
）

小
川
　
智
輝
（
旭
市
）

石
井
　
文
章
（
富
津
市
）

横
堀
　
順
城
（
大
多
喜
町
）

弓
削
　
高
志
（
い
す
み
市
）

石
井
　
　
護
（
南
房
総
市
内
房
）

黒
川
　
欣
保
（
鋸
南
町
）

監
　
事
　
　
田
代
　
敏
之
（
柏
市
沼
南
）

松
本
　
　
修
（
芝
山
町
）

【
青
年
部
連
合
会
】
新
役
員

　
千
葉
県
商
工
会
青
年
部
連
合

千
葉
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会会

平平
成成
二
十
七
年

二
十
七
年
度度
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
・
通
常
総
会

リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
・
通
常
総
会
 

　
五
月
八
日
千
葉
市
内
に
て
千
葉
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
　
平
成
二
十
七
年
度
リ
ー
ダ
ー
ズ

セ
ミ
ナ
ー
・
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各

地
の
商
工
会
青
年
部
か
ら
、
百
四
十
一
名
の
青

年
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
横
芝
光
町
商

工
会
青
年
部
の
土
屋
歩
部
長
よ
り
、
若
手
後
継

者
等
育
成
事
業
「
広
域
合
同
事
業
」（
テ
ー
マ

「
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
父
、
大
木
市
蔵
の
製
法
に
基

づ
い
た
、
復
刻
版
本
格
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
開

発
」、「
大
木
市
蔵
w
e
b
記
念
館
の
開
設
」）

に
関
す
る
昨
年
度
の
実
施
報
告
、
お
よ
び
今
年

度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
葉
県
商
工
労
働
部
経
済
政
策
課
の

二
川
健
一
郎
主
幹
よ
り
「
第
三
次
ち
ば
中
小
企

業
元
気
戦
略
」
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
通
常
総
会
の
開
会
に
先
立
ち
昨
年
度
、
九
名

の
部
員
増
強
を
果
た
し
、
県
内
で
最
も
部
員
増

強
運
動
の
成
果
を
あ
げ
た
長
生
村
商
工
会
青
年

部
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
上
程
さ
れ
た
五
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

つ
い
て
は
、
佐
久
間
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新

役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
　
長
　
　
佐
久
間
洋
樹
（
九
十
九
里
町
）

副
会
長
　
　
田
中
　
洋
成
（
野
田
市
関
宿
）

　
去
る
五
月
七
日
、
富
里
市
で
県
下
五
名
の
代

表
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
お
よ
び
商
工
会
女
性

部
連
合
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
三

十
九
商
工
会
女
性
部
か
ら
二
百
二
十
一
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
翌
八
日
は
、
成
田
国
際
空
港
と
ナ
イ
キ
ジ
ャ

パ
ン
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
張
発
表
大
会
結
果

最
優
秀
賞

　
　
川
村
　
恵
子
（
印
西
市
）

　
　
　
女
性
部
活
動
と
わ
た
し
の
街

平
成
二
十
七
年
七
月
九
日
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商

工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会
（
埼
玉
県
）
に
、

千
葉
県
代
表
と
し
て
出
場

優
秀
賞

　
　
神
﨑
　
せ
つ
子
（
長
柄
町
）

　
　
　
楽
し
み
な
が
ら
未
来
の
伴
侶
を
　！！

優
良
賞

　
　
花
香
　
む
つ
み
（
東
庄
町
）

　
　
伊
藤
　
そ
の
枝
（
柏
市
沼
南
）

　
　
千
葉
　
い
わ
の
（
大
多
喜
町
）

佐久間新会長

横芝光町商工会青年部 土屋部長
による「広域合同事業」報告

平
成
二
十
七
年
度
千
葉
県
商
工

　
平
成
二
十
七
年
度
千
葉
県
商
工
会会
女
性
部
連
合
会

女
性
部
連
合
会

主
張
発
表
大
会

主
張
発
表
大
会
・・
通
常
総
会
・
視
察
研
修

通
常
総
会
・
視
察
研
修
　

　
県
女
性
連
新
役
員
一
覧（
商
工
会
名
簿
順
）

会
　
長
　
神
﨑
　
清
美
　
　（
長
柄
町
）

副
会
長
　
谷
田
貝
し
づ
子
 （
野
田
市
関
宿
）

副
会
長
　
横
尾
　
保
恵
　
 （
富
里
市
）

副
会
長
　
手
賀
美
佐
子
　
　（
香
取
市
）

副
会
長
　
山
田
　
廣
子
　
　（
袖
ケ
浦
市
）

理
　
事
　
松
林
百
合
子
　
　（
鎌
ケ
谷
市
）

理
　
事
　
相
京
　
郁
子
  （
酒
々
井
町
）

理
　
事
　
櫻
井
　
憲
子
  （
九
十
九
里
町
）

理
　
事
　
宮
内
登
美
子
  （
旭
市
）

理
　
事
　
鎌
形
　
節
子
  （
東
庄
町
）

理
　
事
　
小
林
真
知
子
  （
富
津
市
）

理
　
事
　
樋
口
　
洋
子
  （
鴨
川
市
）

監
　
事
　
白
井
の
り
子
  （
千
葉
市
土
気
）

監
　
事
　
山
木
　
久
子
  （
大
多
喜
町
）

最優秀賞の川村恵子さん

総会で選任された新役員
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相
互
協
力
で
、手
厚
く
き
め
細
や
か
な
支
援

 ～
袖
ケ
浦
市
商
工
会
・
木
更
津
市
富
来
田

商
工
会
が
相
互
協
力
協
定
締
結
～
　

　
去
る
四
月
八
日
、
袖
ケ
浦
市
商
工
会
及
び
木
更
津
市
富
来
田
商

工
会
が
、
千
葉
県
内
の
商
工
会
で
は
初
と
な
る
「
相
互
協
力
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
従
来
か
ら
地
理
的
、
経
済
的
に
関
係
が
あ
る
両
商
工
会
地
区
で

す
が
、
小
規
模
商
工
会
で
あ
る
木
更
津
市
富
来
田
商
工
会
、
昨
年

四
月
に
機
能
集
約
の
た
め
平
川
商
工
セ
ン
タ
ー
（
支
所
）
を
閉
鎖

し
た
袖
ケ
浦
市
商
工
会
そ
れ
ぞ
れ
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
課

題
を
抱
え
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
会
員
企
業
等
が
い
ず
れ
の
商
工
会
で
も
相
談
を
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
を
作
る
と
と
も
に
、
事
業
の
共
同
実
施
や
職
員
の

融
通
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
手
厚
く
き
め
細
か
い
支
援
が
で
き

る
よ
う
、
両
商
工
会
の
相
互
協
力
と
い
う
形
で
連
携
体
制
が
構
築

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
面
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
に
職
員

を
派
遣
す
る
ほ
か
、
今
年
度
県
内
の
商
工
会
が
国
に
申
請
す
る
経

営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
、
創
業
や
経
営
革
新
等
の
セ
ミ

ナ
ー
を
共
同
開
催
す
る
こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
両
地
域

の
発
展
に
つ
な
が
る
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

戸
村
直
文
氏

戸
村
直
文
 氏
がが

旭
日
単
光
章
を
受

旭
日
単
光
章
を
受
章章

～
平
成

年
春
の
叙
勲

～
平
成
　
年
春
の
叙
勲
～～

２７２７

高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
ご
案
内

≪
高
年
齢
者
が
意
欲
と
能
力
が
あ
る
限
り
年
齢
に
関
わ
り
な
く
い

き
い
き
と
働
け
る
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
高
年
齢
者
の
活

用
促
進
に
向
け
た
雇
用
管
理
制
度
の
導
入
な
ど
各
種
雇
用
環
境
整

備
※
を
実
施
し
た
事
業
主
に
対
し
て
、
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。
≫

○
支
給
対
象
と
な
る
事
業
主

・
雇
用
保
険
適
用
事
業
所
の
事
業
主

・
雇
用
整
備
計
画
書
を
機
構
に
提
出
し
て
、
計
画
認
定
を
受
け
て

　
い
る
こ
と

・
計
画
書
提
出
の
１
年
前
か
ら
高
齢
法
第
８
条
・
９
条
の
規
定
に

　
違
反
し
て
い
な
い
こ
と

・
１
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
　
歳
以
上
の
雇
用
保
険

６０

　
被
保
険
者
が
１
人
以
上
い
る
こ
と
な
ど

※
雇
用
環
境
整
備
と
は
、
①
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
進
出
、
②
機

　
械
設
備
、
作
業
方
法
、
作
業
環
境
の
導
入
・
改
善
、
③
高
年
齢

　
者
の
た
め
の
雇
用
管
理
制
度
導
入
や
見
直
し
、
④
定
年
引
上
げ

　
等
と
い
っ
た
取
り
組
み
で
す
。

○
支
給
額

　
支
給
対
象
経
費
の
２
／
３
を
支
給
し
ま
す
。

（
上
限
１
千
万
円
）

　
た
だ
し
、
１
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
　
歳
以
上
の

６０

雇
用
保
険
被
保
険
者
１
人
に
つ
き
　
万
円
が
上
限
で
す
。

２０

（
建
設
、
製
造
、
医
療
、
保
育
、
介
護
の
分
野
は
　
万
円
）

３０

お
問
い
合
せ
先

　
　
　
独
立
行
政
法
人
　
高
齢
・
障
害
・
休
職
者
雇
用
支
援
機
構

　
　
　
千
葉
支
部
　
高
齢
・
障
害
者
業
務
課

　
　
　
千
葉
市
美
浜
区
幸
町
１－

１－

３

　
　
　
℡
０
４
３－

２
０
４－

２
９
０
１

　
平
成
二
十
七
年
春
の
叙
勲

に
お
い
て
、
中
小
企
業
振
興
に

寄
与
し
た
と
し
て
戸
村
 直

文
 前
九
十
九
里
町
商
工
会
長

が
旭
日
単
光
章
叙
勲
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
戸
村
氏
は
九
十
九
里
町
商
工
会
理
事
を
経
て
、
平
成
十
二
年

五
月
に
同
商
工
会
会
長
に
就
任
。
ま
た
平
成
十
八
年
に
県
連
合

会
理
事
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
は
副
会
長
と
永
年
に
亘
り
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
小
規
模
企
業
の
振
興
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化

に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
統
計
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
５
年
ご
と
に
実
施
す

る
、
我
が
国
に
お
け
る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

平
成
　
年
調
査
は
、
紙
の
調
査
票
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

２７

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
よ
り
便
利
で
簡
単
に
な
り
ま
す
。

　
正
確
な
統
計
に
基
づ
い
て
、
公
正
で
効
率
的
な
行
政
を
行
う

た
め
に
は
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
・
世
帯
か
ら
の
漏
れ
の
な

い
正
確
な
回
答
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
調
査
が
正
確
か
つ
円
滑

に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
総
務
省
統
計
局

「
国
勢
調
査
２
０
１
５
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
」ま
で

調印後に握手を交わす木更津市富来田
商工会鹿嶋会長（左）と袖ケ浦市商工
会渡邉会長（右）
※いずれも当時

平
成
　
年
　
月
１
日
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

２７

１０

～
２
０
１
５
国
勢
調
査
～


